
 

 

 

小 P 連だより多摩市立小学校 PTA 連絡協議会 – 令和２年度 1月発行 

コロナと向き合い、よりよい学校活動を考える 

１０月１５日木曜日、関戸公民館大会議室にて、「多摩市長・教育長懇談会」が行われました。今年度のテーマ

は「コロナ禍での子どもたちの過ごし方」です。 

多摩市の小学校の各校の小 P 連担当者の皆様には今回事前に、昨年から引き続きのテーマであります『放課後の子どもの安

全』と『コロナ禍での子どもたちの過ごし方』について質問や意見を募集いたしました。これに対したくさんのとても熱心な回

答をいただき、その中でもやはりコロナ禍についての意見が圧倒的に多かったため、今回は『コロナ禍での子どもたち』にテー

マを絞って懇談会を進めることにいたしました。当日は、皆様からははじめて経験するコロナ禍の中で感じた様々な不安や思い

などの意見、そして日頃感じていること、保護者間での声、PTA 内で話題になったこと、子どもから聞く話など、より具体的な

現場の声を、市へお届けできたかと思います。保護者の皆様の日ごろの悩みの解消に役立てていただければと思います。 

 

 

 

多摩市長 阿部 裕行 

子どもたちと若い人たちが将来悔いを残すことのないようにしたいと思っていま

す。その為には行事の中止・延期などを市で決定するより、地域・青少協でどう行

動するか対策を議論し、もし再開するなら、その気持ちを大事にし、応援していき

たいと思っています。『正しく恐れる』そして『しっかり向き合うこと』ができれ

ばコロナに対応できると思っています。 

多摩市教育委員会 教育長 清水 哲也 

学校側も感染拡大をどう予防していくか、児童・教員自身の心配をする中で、６

月１日から段階的に学校再開することができました。子どもたちが学ぶ権利、体験

する権利を我慢してくれたことで、高齢者の命と、重い病気を持っている方への感

染を防ぐことをできたことに感謝をしています。 



  

                     

                                        

 
                                                                                                                                                                                                                     

                                                                                                                                                                                                                                                                                                              

                                                                                                                                                                                                              

  

  

 

 

 

  

 

   

教育委員会では水泳指導と中学校の修学旅行は早

い段階で中止を決めました。その他の行事につい

てはそれぞれの学校の判断で決めています。 

 

近隣の市は対策をして行事を開催していますが、多

摩市は運動会・音楽会が中止になったのはなぜでし

ょうか？また、多摩市内でも保護者が行事を観覧で

きたり、できなかったりの差がありました。 

放課後子ども教室を再開してほしいです。 

 
現在、再開に向けて協議をしています。 

 

コロナ禍を経験した子どもたちが、糧として成長できる

よう多摩市として思い出作りをしていただけませんか？ 

多摩市としてこれから楽しい事にチャレンジしていき、

それを行うことで、コロナ禍でもできるという可能性が

ある事を訴えていきたいと思っています。アイデアを寄

せていただければ市として答えていきたいです。 

 

PTA 役員としてベルマーク、花壇整備、資源回収

の活動しかできていないので、保護者が足を運べ

るような行事ができるといいのですが…。 

保護者の皆様に学校の学習や行事について様々な意見を言って

いただき、ともに考えていくコミュニティ・スクール（学校運

営協議会）を、市内公立の小・中学校全校に導入していきま

す。これからの行事をどうしていくか学校だけで決めてしまう

のではなく、ぜひ保護者の皆様にもご協力いただきたいです。 

 

 

①『各行事の中止と近隣の市との比較について』 

 

多摩市立小学校 PTA 連絡協議会（小 P 連）とは？？ 

多摩市内の各小学校から PTA の代表者（小 P 連担当）に出席していただいて、年に数回会議の場を設け、子どもたちの

学校生活をより良くする為に相互に協力し意見・情報交換・研究などを行う場です。 

校長会や市行政と連携を図りながら、より良い PTA 活動の発展を目指しています。 



 

 

『オンライン授業とネット環境

について』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はい、令和３年度より一人一台タブレット端末を整備しま

す。休校時に貸し出しに使ったルーターの活用を検討します

が、まずは学校内でタブレットの活用をしていきます。 

 

 

 

低学年はログインでつまずく可能性があり、保護者が仕事で不在時

のサポートはどうなるのでしょうか？親のサポートの有無による教

育を受ける差が出てはいけないと思いますので、その点を視野に入

れて対策していただきたいです。有害サイトの誘惑や、不特定多数

の人とのつながり等の問題、パソコンのセキュリティ知識が必要で

あり、その教育の機会や方法はどう考えておられるのでしょうか？ 

低学年は日常から使用し、機械の扱いに慣れておくことが大切

です。休校になった場合は動画で保護者の皆様に使い方を配信

するなど工夫したいと考えています。情報モラルについては、

SNS 東京ルールなど、学校教育でも指導していきますが、ご

家庭でも歩調を揃えて教えていっていただきたいです。 

 

 

 

オンライン授業はソフトを流すのでしょうか？先生が授業をされるのを

流すのでしょうか？コロナが終息してもオンライン授業は続けていただ

きたいと思っています。アフターコロナを見据えて、IT 教育、IT 環境を

どのように整備されていく計画なのか教えていただきたいです。 

一人一台のタブレット端末が実現しても、一日中タブレット端末を

使っているわけではなく、教科書もノートも使います。タブレット

は端末でなければ出来ない授業に活用したいと思っています。 

 

保護者会しか足を運べる機会がなくなりさびしく思って

います。クラスによっては学級通信もないので、先生方

の負担が少ないかたちで、簡単なものでも欲しいです。 

令和３年度より一人一台タブレットが支給されると

聞いています。インターネット環境が整っていない

家庭へのサポートはどうされるのでしょうか？ 

②『オンライン授業とネット環境について』 

来年度は原則的に学校内での使用のみ予定しており

ますが、将来的には持ち帰りを予定しています。 

 

ご自分のお子様の生活を見たい気持ちを受け止めて、校長会で

検討し、学校側も工夫していくよう助言したいと思います。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回いただきました、たくさんの貴重なご意見・質問につきましては、書面にまとめて阿部市長・清水教育長・今年度小 P 連

担当校長の南鶴牧小学校の關口校長先生・市の各担当者へお渡しし共有させていただきました。ありがとうございました。な

お、毎年行っておりました永山公民館共催の講演会はコロナ禍の為今年度は中止になりました。ご了承ください。  

多摩市立小学校 PTA 連絡協議会（小 P連）メール アドレス:tama3_shoki@yahoo.co.jp 

コロナ禍で働く場がなくなった大学生に市として働く場を提供し、

下校後の消毒作業を大学生にお願いしています。教員の一つの仕事

が減り負担は少なくなりました。ピアティーチャー（教育活動指導

員）や、テストの丸つけ、印刷物などの仕事をするスクールサポー

トスタッフもコロナ禍の学校で大きな力となっています。 

 

 

 

 

教職員の方も日々変わる状況で判断していただき心身共

にお疲れだと思います。消毒作業は外部に委託したり、

ボランティアを募ってみてはどうでしょうか？ 

コロナ禍で PTA 活動の働き方、生活様式が変わりま

した。多摩市や教育委員の皆様、学校側から保護者

はどのように関りをしてほしいとお考えですか？ 

PTA の皆様には日々支えていただいております。前向きなご意

見をいただき、学校の運営に協力していただきたいです。 

 

 

 

 

コロナに感染したり、濃厚接触者になった場合に、いじめや差

別がないように学校や家庭にマニュアルが欲しいです。 

③学校と家庭のコミュニケーション・教員のケア 

こちらを参考にご

覧ください。 

 

 

 

 

 

 
①保護者から 

連絡あり 

・「家族が濃厚接触者」 

・「子どもが陽性」 

 

 ②保健所・市の健康 

センターより連絡あり 

・陽性者が出た場所の 

濃厚接触者の中に子どもが含まれる 

学校 

 

教育委員会で判断 校長 

 

市の HPに学校名は非公開で発表 

子どもたちと保護者が誹謗中傷 

されないように、個人が特定される 

発表は一切しない。必要であれば消毒作業を

し安全の確認ができたら学校を再開。 

 

校長 

学校を休む必要あり 

保健所から子どもが 

陽性や濃厚接触者と 

言われた場合のみ 

 

学校を休む必要なし 

保護者の 

体調が悪い 

だけの場合 

 

休校になる場合 

学校で陽性者や 

濃厚接触者が発生した場合・検査や調

査をしなければいけなくなった場合 

 

保護者 教育委員会 


